
07 ベクトル・マトリクス演算 その 1 

１．到達目標 

■マトリクスとベクトルの掛け算を計算するプログラムを作成できる。 

■マトリクスとマトリクスの掛け算を計算するプログラムを作成できる。 

 

２．ベクトル・マトリクス演算の必要性 

■線形代数学は，構造解析やデータ分析の分野では欠かせないものである。 

■２年生で学ぶ不静定力学Ⅱでは，マトリクス計算ができることが必須になる。すなわち，建築構造

設計の分野では，マトリクス演算の知識が必ず必要になる。 

■マトリクス計算（行列計算）は，コンピュータを利用した計算に非常にマッチしている。 

 

３．線形代数の基礎（復習） 

(1)行列の表記  

m 個の行と n 個の列をもつ行列は「m×n 行列」と呼ばれる。m×n 行列は下記のように書ける。 

 

 

 

 行列の要素は，2 重添字記号で表される。第 1 の添字は行の番号を，第 2 の添字は列の番号を示す。

たとえば，a56は，5 行目 6 列目の要素を示している。 

 複数行・複数列で構成される行列はマトリクスとも呼ばれる。1 行だけからなる行列は行ベクトル，1

列だけからなる行列は列ベクトルと呼ばれる。 

 

(2)行列の相等 

 二つの行列 A，B が等しいのは，両者の型 m×n が同じで，しかも対応するすべての要素が等しい場

合である。 

 

(3)行列の和 

 行列の加法は同型の行列の間にだけ定義される。 

行列 A＋行列 B の和は，両者の対応する要素を加えることによって得られる。 

  

   
 たとえば， 
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(4)行列の積 

（A の列数 ）=（B の行数）のときに限って行列の乗法が定義される。 

A×B=C 

 

      B=  
 

 

=  =C 

 

行列 A の型は m×n，行列 B の型は n×p のとき，行列 C の型は m×p になる。 

 

  C 行列の要素は次のようになる。 

 

 

 

 行列 C の各要素を求めるには，A の j 行目の各要素に B の k 列目の対応する要素を掛け，これらの n

個の積を加え合わせればよい。 

このことを簡単に「行を列に掛ける」という。 

 

たとえば， 

    B=  

 

 C = A × B =    ×  =    =  
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４．例題 1（マトリクスとベクトルの掛け算） 

(1)下記のマトリクス A とベクトル B の積を求めるプログラムを作成せよ。 

 

         B =   

 

例題１(1)の実行順序 

マトリクス a， 
ベクトル b 
のサイズを宣言 

○7  i=2 ○14  i=1 ○21  j=1 ○29  j=1 ○36  i=1 

マトリクス a 
を読み込む ○8  j=1 ○15  b(1)=Cells(1,4) ○22  s=0+a(1,1)*b(1) ○30  s=0+a(2,1)*b(1) ○37  Cells(1,6)=c(1)

○1  i=1 ○9  a(2,1)=Cells(2,2) ○16  i=2 ○23  j=2 ○31  j=2 ○38  i=2 
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○2  j=1 ○10  j=2 ○17  b(2)=Cells(2,4) ○24  s=s+a(1,2)*b(2) ○32  s=s+a(2,2)*b(2) ○39  Cells(2,6)=c(2)

○3  a(1,1)=Cells(1,2) ○11  a(2,2)=Cells(2,3) ○18  i=3  (i>2) ○25  j=3  (j>2) ○33  j=3  (j>2) ○40  i=3  (i>2) 

○4  j=2 ○12  j=3  (j>2) a×b ○26  c(1)=s ○34  c(2)=s －終了－ 

○5  a(1,2)=Cells(1,3) ○13  i=3  (i>2) ○19  i=1 ○27  i=2 ○35  i=3  (i>2)  

○6  j=3  (j>2) ベクトル b 
を読み込む ○20  s=0 ○28  s=0 結果を出力  

(2)下記のマトリクス A とベクトル B の積を求めるプログラムを作成せよ。 

 

        B =    
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５．演習問題１ 

n 行 n 列のマトリクス A と n 行のベクトル B の積を求めるプログラムを作成し，それを使って上記の

例題 1 の(1)と(2)を計算せよ。 

 

      B =   

 

マトリクス
のサイズ 
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６．演習問題１の解答 

n 行 n 列のマトリクス A と n 行のベクトル B の積を求めるプログラムを作成し，それを使って上記の

例題 1 の(1)と(2)を計算せよ。 

 

      B =   

 

 

 

 

マトリクス
のサイズ 
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